
 

沖縄県理学療法士連盟 

令和 5 年度 11 月 第 8 回沖理連定例会 議事録 

日  時；令和 5 年 11 月 15 日（水）19 時～          議案作成：當間  議事録作成：宮城 

場  所；オンライン会議 

参加者；■小嶺衛、■立津統、□末吉恒一郎、□武富新太郎、■玉城すみれ、■當間智史、 

■池城正浩、■比嘉憲彦、□新垣健、■兼島広樹、□下里真司、 

■砂川真利香、□吉岡裕太、■宮城夏希、□牧之瀬七恵、□下地浩之、■西原美樹、 

□石垣肇、■瀬底まさひと 

 

議案・報告事項： 

 

１． 懇談事項 

① HP 進捗状況：（下里広報企画部長） 

  OT 連盟主催研修会沖理連共催、HP 掲載済み。（當間、末吉、池城会長参加） 

② 入会申込/寄付金申込（Peatix・通帳記帳運用)状況（當間） 

4 月 21 日時点入会状況、残高状況 円 

     令和 4 年度：入会人数：140 名 会費：61,500 円 寄附金：51,500 円。 

令和 5 年度：入会人数：65 名、会費：30,931 円、寄附金：20,199 円、残高：232,489 円 

③ OT 連盟研修会（當間副会長） 

開催日：10 月 27 日（金）、19:00〜、会費無料 

講師：山本伸一 OT 協会長 

場所：琉球リハ学院那覇校 

・山本会長（OT 協会会長）からも PT がリハ職の処遇改善についてグラフ化して説明 

していたものを良いとお褒めの言葉頂いた。今後も入会者数 UP出来るように引き続き

講習会実施していきたい。（池城会長） 

・PTだけでなく今後は OT も積極的に制作活動に関わっていかないと状況は変わら 

いないというお話が印象に残った。（當間副会長） 

・連盟の方針に反しないように何か連盟の一人として出来ることをやっていきたい。（瀬

底委員） 

・“確かな臨床力”➡学習が必要➡費用が発生➡（比嘉事務局長） 

④ 集会開催の件（當間副会長） 

日本理学療法士連盟山根一人会長より文書 

11 月 20 日までに開催して欲しい。 

⑤ 『理学療法の未来を語る会』：日本理学療法士連盟主催 

一部：テーマ：「政策決定過程の実際」、講師：田中まさし氏 

二部：対談：田中まさし氏×山根一人氏 

    テーマ：「連携・協働・行動：理学療法士の使命を政治に繋げる」 



開催日：12 月 9 日（土）17：40〜18：30 

会費：10,000 円、申し込み 11 月 15 日（水） 

・小嶺会長、比嘉事務局長参加 

⑥ 九州ブロック大会ブース活動： 

参加者：小嶺幹事、末吉監事、兼島幹事 

         ・九州学会に参加予定。沖縄県の活動に役立てるように話聞いてきます。（兼島

幹事） 

 

２． その他 

・当日参加調整可能な人は各自参加。ＬＩＮＥ登録をしておくと情報が見れる。（當間副会長） 

・青年局の企画（連盟の会員にも案内送る） 

・診療報酬の整理という内容で（當間副会長） 

・南部医療センターの監査で指導対象になり何億もの返戻金が発生した記事が新聞に載っ

ていた。（當間副会長） 

・計画書の件で指導があった。施設で作成方法や確認方法が違う事が書類不備につなが

ったと考える。今後、勉強会を企画して実施しても良いと思う。（立津監事） 

・会員数 UPは協会と協力・連動してやっていかないといけない。どうやって若手を巻き込ん

でいけるか。（立津監事） 

・連盟は 1 月に入会呼び掛けて早めにスタートできるようにしていきたい。（當間副会長） 

・県立と統合していくため、医師と看護部長と協力して診療報酬について調べなおして不備

がないように準備していく為、動いている。今後、北部支部内で困っている点を確認してい

こうと話している。（玉城委員） 

・改めて講習会を開くのと介護保険分野に関しては保健事務所の管轄だが、各地域でロー

カルルール的なものもあって、統一した方法になるようにしたい。（比嘉事務局長） 

・目標管理設定について ・・・ リハの点数に矛盾を感じている。その他、色々と疑問点や

感じているものがあれば声を国政へあげられるようにしていきたいと思った。（玉城委員） 

・管理学会に参加。ADL 維持加算などトピックスでお話しされていた。管理学会参加の伝達

講習を当院で実施予定。必要であれば情報提供するので声かけ下さい。（當間副会長） 

・読谷村  リハビリの現状を話す機会があった。なぜ召集されたか問うと今後、介護保険

の分野でも理学療法士がキーになると考えているという返答があった。理学療法士が期待

されていると感じた。（比嘉事務局長） 

・宮古支部連絡会議の際は準備不足などがあり、すみませんでした。 

県立宮古病院では人材不足を切実に訴えていた。連盟や協会のお力もお借りしたいと話さ

れていた。連盟から現場の声を県にあげるなど、働きかける事は出来ないか？（砂川副会

長） 

・県北の施設長が県庁へ人材確保について掛け合った事があったが却下されたことがあっ

た。（玉城委員） 

・八重山支部は南部医療の報道を聞いた時、コメディカルはそこまで関わりがないと思って



いたが、会議の中で実情を聞いて危機感が強くなった。来週、保健所の監査が入る予定。

（西原委員） 

・チェックリストの事前チェックが今年度、前年度に関しては当院でも中部保健所監査であり

ました。前年度は感染対策マニュアルがしっかり作成されているか、今年度は医師の働き

方改革のタスクシフトに関して、リハで対応している事として、検査測定業務の対応等を当

院では挙げて対応。実際には担当者がリハ関連のチェックはなく、何も指摘は無かったの

が現状。（當間副会長） 

・DXについてがリハ職に関しては 1丁目 1番地と田中先生の座談会でも話がありました。

当院でも S S Iのシステムで管理業務が簡素化されることを体感しているので県内の S S I 

ユーザーの病院と情報共有したい。管理業務簡素化されることにより、より臨床を診れるよ

うになると思うのでネットワーク構築していきたい。（當間副会長） 

 

次回開催 令和 5 年 12 月 21 日（木）19：00～（第 4木曜日） 

 


